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一
八

0
六
年
か
ら
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ロ
ー
マ

ノ
ン
の
使
者
た
ち
》
で
ロ
ー
マ
賞
を
受
賞
し
た
が
、

フ
ラ
ン
ス
の
財
政
の
影
響

―
つ
目
は
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
な
ど
当
時
の

は
じ
め
に

《
ル
イ
十
三
世
の
誓
い
》
に
関
す
る
一
考
察

ー
テ
イ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
《
聖
母
被
昇
天
》
と
の
比
較
か
ら
1

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
新
古
典
主
義

次
の
二
つ
の
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
。

で
出
発
の
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

ア
ン
グ
ル

ル
イ

13
世

ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
国

ジ
ャ
ン
11

オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
11

ド
ミ
ニ
ク
・
ア
ン
グ
ル
は
十
九
世
紀
の
フ
ラ
ン

ス
で
活
躍
し
た
画
家
で
あ
る
。
美
術
史
上
の
ア
ン
グ
ル
の
位
置
づ
け
は
、
主
に

ロ
マ
ン
主
義
画
家
た
ち
へ
の
対
抗
馬
と
し
て
の
古
典
主
義
の
画
家
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
彼
が
一
八
二
五
年
に
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
に
な
っ
た
理
由

(

l

)

 

の
一
っ
と
し
て
も
あ
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
十
九
世
紀
を
通
し

て
起
こ
っ
た
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ロ
マ
ン
主
義
化
を
端
的
に
表
す
人
物
と
い
う
も
の

(

2

)

 

で
あ
る
。
こ
の
見
方
は
、
ア
ン
グ
ル
の
作
品
に
見
ら
れ
る
伝
統
的
な
古
典
主
義

と
は
一
線
を
画
す
革
新
性
が
注
目
さ
れ
る
。
い
ず
れ
の
観
点
に
お
い
て
も
、
欠

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
初
期
の
ア
ン
グ
ル
の
イ
タ
リ
ア
滞
在
で
あ
る
。
ア

ン
グ
ル
は
一
八

0
一
年
に
は
《
ア
キ
レ
ウ
ス
の
も
と
に
や
っ
て
き
た
ア
ガ
メ
ム

え
て
帰
国
し
た
。

ア
ン
グ
ル
の
様
式
形
成
の
過
程
に
お
い
て
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
存
在
が
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
彼
が
終
生
ラ
フ
ァ
エ
ロ
を
崇

敬
し
た
こ
と
は
、
そ
の
作
品
の
み
な
ら
ず
生
前
の
書
簡
な
ど
か
ら
も
窺
い
知
れ

る
。
高
階
秀
爾
氏
は
一
九
九
七
年
に
国
立
西
洋
美
術
館
で
行
わ
れ
た
「
ア
ン
グ

ル
展
」
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
に
寄
せ
た
論
稿
の
中
で
、
ア
ン
グ
ル
の
ラ
フ
ァ
エ

ロ
受
容
は
師
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
の
画
派
た
ち
の
謳
っ
て
い
た
古
典
主
義
の
退
し
さ
に

対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
の
優
美
性
を
求
め
る
が
故
の
も
の
で
あ
っ
た
と

考
察
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
シ
ェ
ル
ト
ン
は
二

0
0
八
年
の
モ

ア
ン
グ
ル
に
と
っ
て
の
ラ
フ
ァ
エ
ロ
は
、

ノ
グ
ラ
フ
『
ア
ン
グ
ル
』
の
中
の
《
ル
イ
十
三
世
の
誓
い
》
に
関
す
る
箇
所
で
、

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
古
典
主
義
に
伝
統

的
に
受
容
さ
れ
て
き
た
巨
匠
で
は
な
く
、

ア
ン
グ
ル
が
独
自
の
画
風
を
構
築
す

《
ル
イ
十
三
世
の
誓
い
》
（
図
1

)

を
制
作
し
、

校
に
留
学
す
る
。
そ
の
後
、
十
八
年
程
を
イ
タ
リ
ア
で
過
ご
し
た
が
、
最
後
の

四
年
間
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
滞
在
し
た
。
そ
の
地
で
、

フ
ラ
ン
ス
政
府
依
頼
の

一
八
二
四
年
に
そ
の
作
品
を
携

柳

由

樹

-43-



れ

な

い

も

の

と

言

え

る

。

(

4

)

 

る

に

あ

た

っ

て

必

要

と

し

た

個

人

的

な

英

雄

で

あ

っ

た

と

し

て

い

る

。

ま

た

、

ア

ン

グ

ル

が

イ

タ

リ

ア

に

旅

立

つ

前

に

ダ

ヴ

ィ

ッ

ド

の

ア

ト

リ

エ

で

「

プ

リ

ミ

テ

ィ

フ

派

」

と

呼

ば

れ

る

グ

ル

ー

プ

に

参

加

し

て

い

た

こ

と

や

、

ア

ン

グ

ル

と

ロ

ー

マ

滞

在

期

が

重

な

る

ナ

ザ

レ

派

と

交

流

が

あ

っ

た

こ

と

な

ど

も

(

5

)

 

指

摘

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

よ

う

な

ア

ン

グ

ル

と

前

ラ

フ

ァ

エ

ロ

的

な

プ

リ

ミ

テ

イ

ヴ

ィ

ス

ム

の

関

係

は

実

際

に

作

品

か

ら

も

読

み

取

る

こ

と

が

で

き

る

。

《

玉

座

の

ナ

ポ

レ

オ

ン

》

を

出

品

し

た

一

八

0六
年

の

サ

ロ

ン

で

は

、

し

ば

し

ば

ヤ

ン

・

フ

ァ

ン

・

エ

イ

ク

と

比

較

さ

れ

、

作

品

の

浅

い

空

間

表

現

な

ど

が

批

判

さ

(

6

)

 

れ

た

。

と

は

い

え

、

ア

ン

グ

ル

の

ラ

フ

ァ

エ

ロ

ヘ

の

関

心

は

、

弟

子

イ

ポ

リ

ッ

ト

・

フ

ラ

ン

ド

ラ

ン

な

ど

の

作

品

に

対

す

る

反

応

か

ら

、

同

時

代

の

ナ

ザ

レ

派

や

プ

リ

ズ

モ

の

画

家

た

ち

の

よ

う

に

ラ

フ

ァ

エ

ロ

以

前

の

作

風

へ

の

盲

目

的

な

関

心

(

7

)

 

と

も

一

線

を

画

す

と

考

え

ら

れ

て

い

る

。

こ

の

よ

う

な

ア

ン

グ

ル

の

ラ

フ

ァ

エ

ロ

受

容

の

性

格

は

、

ラ

フ

ァ

エ

ロ

か

ら

の

影

響

関

係

だ

け

の

議

論

で

は

捉

え

ら

本

稿

で

は

、

ラ

フ

ァ

エ

ロ

以

外

の

芸

術

家

か

ら

の

影

響

と

し

て

テ

イ

ツ

ィ

ア

ー

ノ

か

ら

の

影

響

に

着

目

し

、

そ

の

受

容

関

係

の

成

立

し

た

背

景

に

つ

い

て

考

察

す

る

。

こ

の

目

的

を

達

成

す

る

た

め

に

、

本

稿

で

は

ア

ン

グ

ル

の

イ

タ

リ

ア

滞

在

の

集

大

成

と

も

言

え

る

《

ル

イ

十

三

世

の

誓

い

》

を

中

心

に

議

論

を

進

め

る

。

こ

の

作

品

は

《

フ

ォ

リ

ー

ニ

ョ

の

聖

母

》

や

《

サ

ン

・

シ

ス

ト

の

聖

母

》

な

ど

の

ラ

フ

ァ

エ

ロ

作

品

を

明

確

な

形

で

前

提

と

し

て

い

る

が

、

作

品

の

構

図

や

モ

チ

ー

フ

に

お

い

て

テ

イ

ツ

ィ

ア

ー

ノ

の

《

聖

母

被

昇

天

》

を

参

照

し

て

い

る

可

能

性

が

あ

る

。

第

一

章

で

は

、

《

ル

イ

十

三

世

の

誓

い

》

の

基

礎

情

報

と

な

る

注

文

・

制

作

の

経

緯

と

先

行

研

究

で

指

摘

さ

れ

る

イ

メ

ー

ジ

ソ

ー

ス

を

確

を

確

認

す

る

。

《

ル

イ

十

三

世

の

誓

い

》

が

完

成

す

る

四

年

前

の

一

八

二

0年
、

ア

ン

グ

ル

は

十

四

年

間

滞

在

し

た

ロ

ー

マ

を

出

て

フ

ィ

レ

ン

ツ

ェ

に

拠

点

を

移

(

8

)

 

し

た

。

移

転

の

理

由

と

し

て

は

、

ア

ン

グ

ル

が

ダ

ヴ

ィ

ッ

ド

の

ア

ト

リ

エ

に

い

た

一

七

九

九

年

頃

か

ら

交

際

の

あ

っ

た

新

古

典

主

義

の

彫

刻

家

ロ

レ

ン

ツ

ォ

・

バ

ル

ト

リ

ー

ニ

の

勧

め

が

あ

っ

た

よ

う

で

、

移

転

後

二

人

は

再

会

し

て

い

る

。

ア

ン

グ

ル

が

フ

ィ

レ

ン

ツ

ェ

に

移

っ

て

間

も

無

い

一

八

二

0年
八

月

、

フ

ラ

ン

(

1

0

)

 

ス

政

府

か

ら

作

品

制

作

の

注

文

を

受

け

る

。

そ

の

注

文

の

内

容

は

、

ア

ン

グ

ル

の

出

身

地

モ

ン

ト

ー

バ

ン

の

ノ

ー

ト

ル

・

ダ

ム

大

聖

堂

の

祭

壇

画

を

制

作

す

る

(

1

1

)

 

と

い

う

も

の

で

、

主

題

と

し

て

は

《

ル

イ

一

三

世

の

誓

い

》

が

指

定

さ

れ

た

。

こ

の

《

ル

イ

十

三

世

の

誓

い

》

と

い

う

主

題

に

対

し

て

、

ア

ン

グ

ル

は

当

初

《

聖

ま

ず

、

《

ル

イ

十

三

世

の

誓

い

》

の

基

礎

情

報

と

し

て

注

文

・

制

作

の

経

緯

第

一

節

第
一
章

《
ル
イ
十
三
世
の
誓
い
》
に
関
す
る
先
行
研
究
の
検
討

に

つ

い

て

考

察

す

る

。

認

し

、

先

行

作

例

と

の

受

容

関

係

で

は

語

り

き

れ

な

い

特

徴

に

つ

い

て

考

察

す

る

。

第

二

章

で

は

、

ア

ン

グ

ル

の

一

度

目

の

イ

タ

リ

ア

滞

在

期

の

最

後

、

フ

ィ

レ

ン

ツ

ェ

で

の

四

年

間

に

制

作

さ

れ

た

こ

と

に

着

目

し

、

そ

の

当

時

の

フ

ィ

レ

ン

ツ

ェ

で

ア

ン

グ

ル

が

目

に

す

る

こ

と

が

で

き

た

メ

デ

ィ

チ

家

の

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

に

つ

い

て

考

察

す

る

。

第

三

章

で

は

、

《

ル

イ

十

三

世

の

誓

い

》

を

テ

イ

ツ

ィ

ア

ー

ノ

の

《

聖

母

被

昇

天

》

と

比

較

し

、

共

通

点

を

確

認

す

る

こ

と

で

、

グ

ル

の

テ

イ

ツ

ィ

ア

ー

ノ

受

容

と

制

作

当

時

の

ア

ン

グ

ル

周

辺

の

環

境

の

関

係作

品

の

基

礎

情

報

の

確

認

ア

ン

-44-



母
被
昇
天
》
に
変
更
す
る
よ
う
に
進
言
し
た
。
ル
イ
十
三
世
の
衣
装
を
考
証
的

に
描
く
た
め
に
必
要
な
材
料
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
は
不
足
し
て
お
り
、
ル
イ

十
三
世
を
描
け
な
い
と
ア
ン
グ
ル
は
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
結

局
は
、
ル
イ
十
三
世
の
父
で
あ
る
《
ア
ン
リ
四
世
の
肖
像
画
》
を
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

で
見
つ
け
た
こ
と
で
、
主
題
は
《
ル
イ
十
三
世
の
誓
い
》
に
決
定
し
た
。

先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
る
先
行
作
例
と
の
比
較

ァ
ン
グ
ル
の
《
ル
イ
十
三
世
の
誓
い
》
は
祭
壇
上
に
現
れ
た
聖
母
子
に
ル
イ

十
三
世
が
誓
い
を
立
て
る
姿
を
表
し
て
い
る
。
聖
母
は
祭
壇
上
に
湧
き
出
た
雲

に
腰
掛
け
、
右
膝
の
上
に
幼
子
イ
エ
ス
を
抱
き
か
か
え
、
視
線
を
手
前
に
落
と

し
て
い
る
。
イ
エ
ス
は
左
膝
を
聖
母
の
腿
に
、
左
肘
を
聖
母
の
右
肩
に
預
け
な

が
ら
祭
壇
の
前
の
ル
イ
十
三
世
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。
聖
母
の
足
元
に
は
幼
い

天
使
が
複
数
描
か
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
聖
母
の
両
脇
で
火
の
灯
っ
た
燭
台
を
抱

き
か
か
え
て
い
る
。
彼
ら
の
い
る
祭
壇
を
覆
う
カ
ー
テ
ン
は
着
衣
の
天
使
二
体

に
よ
っ
て
左
右
に
開
か
れ
て
い
る
。
右
の
天
使
は
カ
ー
テ
ン
を
持
つ
腕
の
上
か

ら
振
り
返
り
、
聖
母
子
へ
視
線
を
投
げ
て
い
る
。
左
の
天
使
は
カ
ー
テ
ン
を
持

つ
腕
の
下
か
ら
振
り
返
り
、
ル
イ
十
三
世
を
見
つ
め
て
い
る
。
王
服
姿
の
ル
イ

十
三
世
は
、
祭
壇
の
左
手
前
に
脆
き
、
鑑
賞
者
側
に
背
を
向
け
て
い
る
。
彼
の

両
手
は
聖
母
に
差
し
出
さ
れ
て
お
り
、
左
手
に
は
王
冠
が
、
右
手
に
は
王
笏
が

握
ら
れ
て
い
る
。

ル
イ
十
三
世
の
右
側
に
は
一
組
の
幼
い
天
使
が
パ
ネ
ル
を
抱

え
て
い
る
。
左
側
の
天
使
は
右
向
き
に
立
ち
頭
部
を
大
き
く
ひ
ね
っ
て
振
り

返
っ
て
い
る
。
右
側
の
天
使
は
正
面
向
き
に
立
ち
、
左
足
を
踏
み
出
し
、
顔
を

ル
イ
十
三
世
の
方
へ
向
け
て
い
る
。
祭
壇
の
上
の
空
間
は
強
い
光
に
満
た
さ
れ

第
二
節

て
お
り
、
天
使
に
よ
っ
て
カ
ー
テ
ン
が
開
か
れ
る
こ
と
で
地
上
の
ル
イ
十
三
世

《
ル
イ
十
三
世
の
誓
い
》
の
制
作
に
お
い
て
は
、

に
は
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
諸
作
品
が
、

ア
ン
グ
ル
が
複
数
の
先
行

作
例
を
参
考
に
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
聖
母
子
の
図
像
や
全
般
的
構
成

ル
イ
十
三
世
の
図
像
に
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ド
・

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
と
プ
ル
ビ
ュ
ス
の
作
品
が
ソ
ー
ス
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い

ア
ン
グ
ル
が
直
接
的
に
参
照
し
た
と
指
摘
さ
れ
る
ラ
フ
ァ
エ
ロ
作
品
は
主
に

四
点
あ
る
。
《
フ
ォ
リ
ー
ニ
ョ
の
聖
母
》
と
《
サ
ン
・
シ
ス
ト
の
聖
母
》
、
《
燭

台
の
聖
母
》
、
《
バ
ル
ダ
ッ
キ
ー
ノ
の
聖
母
》
で
あ
る
。
《
ル
イ
十
三
世
の
誓
い
》

で
は
、
聖
母
子
の
図
像
は
上
部
中
央
に
描
か
れ
て
い
て
、
彼
女
は
雲
に
座
し
、

片
膝
の
上
に
イ
エ
ス
を
抱
き
か
か
え
て
い
る
。
こ
の
描
き
方
は
《
フ
ォ
リ
ー
ニ
ョ

(

1

2

)

 

の
聖
母
》
（
図
2

)

を
左
右
反
転
さ
せ
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

聖
母
は
制
作
の
初
期
段
階
か
ら
座
像
で
表
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
《
カ
ン

ボ
ン
の
習
作
》
（
図
3

)

と
呼
ば
れ
る
一
八
二
二
年
の
油
彩
習
作
で
は
立
像
で

描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
習
作
の
聖
母
像
は
左
脚
が
曲
げ
ら
れ
て
い
る
点
な
ど
で

(

1

3

)

 

《
サ
ン
・
シ
ス
ト
の
聖
母
》
（
図
4

)

と
の
類
似
を
示
す
。
ま
た
、
習
作
に
お
い

て
も
、
完
成
作
に
お
い
て
も
、
聖
母
は
伏
し
目
が
ち
の
表
情
で
や
や
左
側
か
ら

(

1

4

)

 

描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
顔
貌
は
《
燭
台
の
聖
母
》
（
図
5

)

を
思
わ
せ
る
。
ラ

フ
ァ
エ
ロ
作
品
か
ら
の
影
響
は
聖
母
子
像
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
周
囲
の
モ

チ
ー
フ
に
も
特
徴
的
な
形
で
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
《
ル
イ

十
三
世
の
誓
い
》
に
お
い
て
聖
母
子
の
手
前
で
天
使
が
引
き
上
げ
て
見
せ
る

(

1

5

)

 

カ
ー
テ
ン
に
は
、
《
サ
ン
・
シ
ス
ト
の
聖
母
》
と
の
一
致
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

る。 の
位
置
す
る
空
間
に
光
が
漏
れ
出
し
て
い
る
。
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ま
た
、
聖
母
の
ヴ
ェ
ー
ル
が
右
側
に
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
も
《
サ
ン
・

シ
ス
ト
の
聖
母
》
の
影
響
と
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
聖
母
の
足
元
の
幼
い
天
使

が
聖
母
の
左
右
で
抱
え
て
い
る
燭
台
の
モ
チ
ー
フ
は
《
燭
台
の
聖
母
》
と
一
致

し
て
い
る
。
《
ル
イ
十
三
世
の
誓
い
》
で
は
、
画
面
下
部
に
描
か
れ
る
パ
ネ
ル

を
持
つ
天
使
二
体
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
右
側
の
天
使
の
ポ
ー
ズ
は
、

《
フ
ォ
リ
ー
ニ
ョ
の
聖
母
》
に
描
か
れ
る
天
使
と
共
通
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

(

1

6

)

 

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
下
部
の
天
使
二
体
と
カ
ー
テ
ン
を
支
え
る
天
使
二
体
が

共
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
《
バ
ル
ダ
ッ
キ
ー
ノ
の
聖
母
》
（
図
6

)

に
描
か

れ
る
天
使
の
取
り
合
わ
せ
を
参
考
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い

(

1

7

)

 
る。
次
に
、

（図
7

)

ル
イ
十
三
世
の
図
像
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
る
先
行
作
例
に
つ
い
て
見

―
つ
目
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ド
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
同
主
題
の
作
品

(

1

8

)

 

で
あ
る
。
ア
ン
グ
ル
の
作
品
の
ル
イ
十
三
世
が
王
服
姿
で
あ
る
こ
と
、

左
手
に
王
冠
を
右
手
に
王
笏
を
持
ち
脆
い
て
い
る
こ
と
は
確
か
に
シ
ャ
ン
パ
ー

ニ
ュ
の
作
例
と
一
致
す
る
。
二
つ
目
は
プ
ル
ビ
ュ
ス
の
《
ア
ン
リ
四
世
の
肖
像
》

（図
8

)

で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
実
際
に
模
写
し
た
デ
ッ
サ
ン

(

1

9

)

 

グ
ル
美
術
館
に
残
っ
て
い
る
。
ア
ン
グ
ル
の
作
品
と
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
、
プ
ル

ビ
ュ
ス
の
作
品
を
比
べ
て
み
る
と
、
ア
ン
グ
ル
の
作
品
に
描
か
れ
る
王
服
の

レ
ー
ス
や
口
髭
、
髪
型
は
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
作
品
と
対
応
し
て
い
る
の
に
対

し
て
、
王
服
の
脇
が
分
か
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
王
冠
に
飾
ら
れ

て
い
る
宝
石
、
そ
の
並
び
方
、
王
笏
の
装
飾
に
つ
い
て
は
プ
ル
ビ
ュ
ス
の
作
品

に
対
応
し
て
い
る
。

て
い
く
。

つ
ま
り
、

ル
イ
十
三
世
の
容
貌
に
つ
い
て
は
シ
ャ
ン
パ
ー

ニ
ュ
の
作
品
に
も
と
づ
き
な
が
ら
も
、

フ
ラ
ン
ス
王
と
し
て
の
衣
装
な
ど
の
点

（図
9

)

が
ア
ン

こ
こ
ま
で
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
四
点
の
ラ
フ
ァ
エ

ロ
作
品
と
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
作
品
、
プ
ル
ビ
ュ
ス
の
作
品
が
参
照
さ
れ
た
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
考
察
の
内
容
は
モ
チ
ー
フ
に
関
す
る
も
の
が
中
心
と

一
定
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
《
ル
イ
十
三
世
の
誓
い
》

は
こ
れ
ら
の
先
行
作
例
と
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
確

認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
構
図
に
お
い
て
、
《
ル
イ
十
三
世
の
誓
い
》

は
縦
長
の
長
方
形
の
画
面
で
、
聖
母
子
の
顔
を
頂
点
に
置
く
二
等
辺
三
角
形
の

構
図
で
描
か
れ
る
。
こ
の
構
図
は
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
《
フ
ォ
リ
ー
ニ
ョ
の
聖
母
》

や
《
サ
ン
・
シ
ス
ト
の
聖
母
》
と
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
二
作
品

に
比
べ
る
と
、

ア
ン
グ
ル
の
作
品
で
は
、
聖
母
子
は
手
前
の
や
や
上
方
か
ら
照

ら
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
ル
イ
十
三
世
は
聖
母
側
か
ら
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
、

鑑
賞
者
側
か
ら
見
る
と
ほ
と
ん
ど
影
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
、
光
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
が
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
、
聖
母
子
の
い
る
空
間
と
ル
イ
十
三
世
の

い
る
空
間
は
雲
や
カ
ー
テ
ン
を
支
え
る
天
使
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
と
区
分
さ
れ

て
い
る
。
加
え
て
、
こ
の
天
使
た
ち
の
衣
服
は
足
元
か
ら
丸
く
膨
れ
上
が
り
、

渦
の
よ
う
な
曲
線
の
衣
文
線
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
上
下
二
分
割
の
表

現
や
天
使
の
衣
文
線
は
前
述
し
た
先
行
作
例
六
点
に
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
ア
ン
グ
ル
作
品
の
特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
に
検
討
し
た
六
点
の
先
行
作
例
は
、
制
作
年
代
や
所
蔵
場
所
が
非

常
に
多
岐
に
渡
る
。
で
は
、

こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、

ア
ン
グ
ル
が
実
物
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
作
品
三

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

ア
ン
グ
ル
は
こ
れ
ら
の
作
品
を
如
何
に
し
て
見
る

に
つ
い
て
は
プ
ル
ビ
ュ
ス
の
作
品
を
参
照
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
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点
か
ら
確
認
す
る
。
《
フ
ォ
リ
ー
ニ
ョ
の
聖
母
》
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
グ
ル
が
ロ
ー

マ
に
滞
在
し
て
い
る
間
に
実
物
を
ヴ
ァ
チ
カ
ン
美
術
館
に
観
に
行
っ
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
は
、
も
と
も
と
は
一
五
―
一
年
ご
ろ
、

ロ
ー
マ
の

ア
ラ
チ
ェ
リ
聖
堂
の
た
め
に
ラ
フ
ァ
エ
ロ
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
が
、

(

2

0

)

 

一
五
六
五
年
に
フ
ォ
リ
ー
ニ
ョ
の
聖
堂
に
移
さ
れ
た
。
そ
の
後
ナ
ポ
レ
オ
ン
に

一
七
九
七
年
、
ト
レ
ン
テ
ィ
ー
ノ
条

に
ペ
ッ
シ
ャ
の
大
聖
堂
ト
ゥ
リ
ー
ニ
家
礼
拝
堂
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
が
、

一
六

0
七
年
に
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
国
の
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
大
公
子
に
よ
っ
て

(

2

1

)

 

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
移
さ
れ
た
。

聖
母
》
を
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
実
見
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
プ
ル
ビ
ュ
ス

の
《
ア
ン
リ
四
世
の
肖
像
》
に
関
し
て
は
、
当
時
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
に
あ
っ

た
よ
う
で
、
ア
ン
グ
ル
は
ル
イ
十
三
世
の
図
像
の
た
め
の
参
考
資
料
が
見
つ

か
っ
て
喜
ん
だ
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
。

ア
ン
グ
ル
が
実
物
で
は
な
く
複
製
版
画
を
参
照
し
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

る
も
の
と
し
て
は
《
サ
ン
・
シ
ス
ト
の
聖
母
》
が
あ
る
。
こ
の
作
品
は
ラ
フ
ァ

ェ
ロ
に
よ
っ
て
一
五
―
―
―
ー
一
三
年
に
北
イ
タ
リ
ア
の
ピ
ア
チ
ェ
ン
ツ
ア
の
サ

ン
・
シ
ス
ト
教
会
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
が
、
一
七
五
四
年
に
ド
レ
ス
デ
ン
の

(

2

3

)

 

絵
画
館
に
移
さ
れ
た
。
ア
ン
グ
ル
は
ド
イ
ツ
を
訪
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

《
サ
ン
・
シ
ス
ト
の
聖
母
》
は
同
時
代
に
は
す
で
に
極
め
て
著
名
な
作
品
に
な
っ

て
お
り
、

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ミ
ュ
ラ
ー
に
よ
る
複
製
版
画
（
図
1

0

)

な
ど
も
制

作
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ン
グ
ル
は
《
サ
ン
・
シ
ス
ト
の
聖
母
》
の

ク
シ
ョ
ン
に
入
っ
た
。

つ
ま
り
、

ア
ン
グ
ル
は
《
バ
ル
ダ
ッ
キ
ー
ノ
の

一
方
、
《
バ
ル
ダ
ッ
キ
ー
ノ
の
聖
母
》
は
一
五

0
八
年

約
に
よ
っ
て
イ
タ
リ
ア
に
戻
り
、

一
八
一
六
年
に
ヴ
ァ
チ
カ
ン
美
術
館
の
コ
レ

よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
に
移
さ
れ
て
い
た
が
、

エ
ン
ヌ
聖
堂
に
入
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
こ
の
作
品
が
パ
リ
の
「
中
央
美
術
館
」
に
所
蔵
さ
れ
て
い

身
で
あ
る
「
中
央
美
術
館
」
に
移
さ
れ
、

一
八

0
二
年
に
カ
ー
ン
の
聖
エ
テ
ィ

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
《
ル
イ
十
三
世
の
誓
い
》
は
、

一
七
九
三
年
ま
で
パ
リ

ア
・
ル
イ
ー
ザ
が
所
有
し
て
い
て
、

一
八
四
一
年
に
ロ
ン
ド
ン
に
移
さ
れ
る
ま

《
燭
台
の
聖
母
》
は
、

と
が
で
き
た
。

実
物
は
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
も
の
の
、
版
画
な
ど
を
通
じ
て
作
品
を
知
る
こ

六
点
の
う
ち
残
り
の
二
点
は
参
照
ル
ー
ト
の
可
能
性
が
複
数
考
え
ら
れ
る
。

一
五
二
二
年
に
ロ
ー
マ
で
制
作
さ
れ
た
の
ち
、

一
六
九
三

(

2

5

)

 

年
に
は
ボ
ル
ゲ
ー
ゼ
宮
殿
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
後
一
七
九
七
年
か
ら
一
七
九
九
年
の
間
に
ロ
ー
マ
で
売
ら
れ
、
そ
れ
か
ら

一
八
―
二
年
ま
で
は
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
買
収
日
は
不
明
だ
が
エ
ト
ル
リ
ア
女
王
だ
っ
た
マ
リ

で
は
ル
ッ
カ
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ア
ン
グ
ル
は
イ
タ
リ
ア
に
滞
在
し
て
い

た
フ
ラ
ン
ス
貴
族
の
肖
像
画
を
多
数
製
作
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
イ
タ
リ
ア
に
い
な
が
ら
フ
ラ
ン
ス
貴
族
と
親
し
く
交
際
し
て
い
た
よ
う
で
、

そ
の
よ
う
な
人
脈
か
ら
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
所
有
の
《
燭
台
の
聖
母
》

を
目
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
大
英
博
物
館
に

は
モ
ー
リ
ス
・
ブ
ロ
に
よ
る
一
八
一
四
年
の
《
燭
台
の
聖
母
》
の
版
画
（
図

1

1

)

も
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
十
九
世
紀
初
頭
に
は
あ
る
程
度
広
く
知
ら
れ
た
作

品
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

の
ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
大
聖
堂
に
、
そ
の
後
一
七
九
六
年
ま
で
パ
リ
の
プ
チ
・
オ
ー

(

2

7

)

 

ギ
ュ
ス
タ
ン
修
道
院
に
寄
託
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
今
の
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
前

ア
ン
グ
ル
が
実
物
を
目
に
し
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か
を
論
じ
る
。

一
八
一
九
ー
ニ

0
年
の
ア
ン
グ
ル
に

少
離
れ
て
い
る
た
め
、

討
が
必
要
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
は
、

人
の
顧
客
た
ち
の
多
く
が
ロ
ー
マ
を
去
っ
た
こ
と
で
、

減
し
た
。
そ
の
た
め
、

ア
ン
グ
ル
の
収
入
が
激

一
八
一
五
年
か
ら
二
年
間
程
は
生
活
の
た
め
に
肖
像
画

(

2

9

)

 

を
多
く
手
掛
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
歴
史
画
家
と
し
て
の
成
功
を

目
指
し
て
い
た
ア
ン
グ
ル
に
と
っ
て
は
不
服
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、

一
八
一
九
年
六
月
、
当
時
す
で
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
住
ん
で
い
た
バ
ル
ト
リ
ー

二
の
元
を
訪
ね
、
そ
の
時
に
翌
年
か
ら
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
移
り
住
む
こ
と
を
決

(

3

0

)

 

心
す
る
。
同
年
の
八
月
に
開
幕
し
た
パ
リ
に
お
け
る
サ
ロ
ン
展
に
、
ア
ン
グ
ル

(

3

1

)

 

は
《
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
を
救
う
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
》
と
他
二
点
を
出
品
し
た
。
し
か
し
、

サ
ロ
ン
で
の
評
価
は
そ
れ
ま
で
同
様
芳
し
く
な
か
っ
た
。

(

3

2

)

 

ア
ン
グ
ル
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
移
る
。

第
二
章

一
八
二

0
年
の
夏
、

一
八
一
四
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
第
一
帝
政
が
崩
壊
し
、

こ
こ
ま
で
で
ま
と
め
る
と
、

フ
ラ
ン
ス

一
八
二

0
ー
ニ
四
年
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
と
ア
ン
グ
ル

た
一
七
九
六
年
か
ら
一
八

0
二
年
の
間
の
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
年
代
が
多

ア
ン
グ
ル
の
参
照
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
よ
り
詳
し
い
検

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
あ
っ
た
作
品
は
当
然
そ
こ
で
実
見
し
、
そ
こ
に
な
か
っ
た
作

品
は
画
学
生
時
代
に
パ
リ
で
見
た
か
、
複
製
版
画
を
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ア
ン
グ
ル
の
《
ル
イ
十
三
世
の
誓
い
》
が
ア
ン
グ
ル
の
ロ
ー

マ
滞
在
と
パ
リ
帰
還
の
間
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
滞
在
中
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
に
着

目
し
、
そ
こ
で
の
ア
ン
グ
ル
を
取
り
巻
く
環
境
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

ア
ン
グ
ル
は
先
行
作
例
を
参
照
す
る
際
、
当
時

よ
っ
て
拡
充
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
を
務
め
て
い
た
メ

ロ
ー
マ
を
目
指
す
道
中
、

ア
ン
グ
ル
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
立
ち
寄
っ
て
い
て
、

(

3

3

)

 

そ
の
時
は
マ
ザ
ッ
チ
ョ
に
感
銘
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
十
数
年
ぶ
り
の
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
も
ま
た
、

ア
ン
グ
ル
に
新
た
な
人
脈
や
様
々
な
作
品
と
の
出
会
い
を

も
た
ら
し
た
よ
う
で
あ
る
。

ァ
ン
グ
ル
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
先
行
作
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
場
所
と
し

て
は
、
ま
ず
ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
と
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
宮
殿
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
は
十
五
世
紀
の
銀
行
家
ル
カ
・
ピ
ッ
テ
ィ
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ

た
邸
宅
で
、
十
六
世
紀
に
な
っ
て
ピ
ッ
テ
ィ
の
失
脚
に
よ
り
持
ち
主
が
メ
デ
ィ

チ
家
に
移
り
変
わ
っ
た
の
ち
は
、
歴
代
の
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
の
邸
宅
と
し
て
機

(

3

4

)

 

能
し
て
き
た
。

ウ
フ
ィ
ツ
ィ
宮
殿
は
コ
ジ
モ
一
世
時
代
に
ト
ス
カ
ー
ナ

(

3

5

)

 

大
公
国
の
政
庁
舎
と
し
て
十
六
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
わ

一
方
、

か
る
よ
う
に
、
ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
と
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
宮
殿
は
と
も
に
歴
代
ト
ス
カ
ー

ナ
大
公
の
管
理
下
に
あ
り
、
そ
の
中
の
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
ま
た
彼
ら
に

デ
ィ
チ
家
は
ジ
ャ
ン
・
ガ
ス
ト
ー
ネ
を
最
後
に
断
絶
す
る
が
、

メ
デ
ィ
チ
家
の

美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
一
七
三
七
年
に
メ
デ
ィ
チ
家
の
最
後
の
相
続
人
ア
ン

(

3

6

)

 

ナ
・
マ
リ
ア
・
ル
イ
ー
ザ
に
よ
っ
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
都
市
に
遺
贈
さ
れ
た
。

の
ち
の
一
七
六
五
年
に
は
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
宮
殿
に
展
示
さ
れ
て
い
る
コ
レ
ク
シ
ョ

(

3

7

)

 

ン
は
一
般
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
十
八
世
紀
末
に
は
ピ
エ
ト
ロ
・

レ
オ
ポ
ル
ド
公
の
命
に
よ
っ
て
、
歴
史
家
ル
イ
ジ
・
ラ
ン
ツ
ィ
な
ど
に
ウ
フ
ィ

(

3

8

)

 

ツ
ィ
宮
殿
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
管
理
が
委
託
さ
れ
た
。
ラ
ン
ツ
ィ
は
イ
タ
リ
ア

の
各
地
域
の
画
派
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
い
、
『
イ
タ
リ
ア
絵
画
史
』
を
出
版

と
っ
て
、

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は
初
め
て
の
土
地
で
は
な
か
っ
た
。

一
八

0
六
年
に
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(

3

9

)

 

し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
故
に
、
そ
の
後
の
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
宮
殿

で
の
絵
画
展
示
は
時
代
ご
と
に
分
類
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

教
育
機
関
と
し
て
の
美
術
館
の
役
割
が
意
識
さ
れ
、
画
家
名
と
作
品
名
を
記
す

(

4

0

)

 

カ
ー
ド
が
添
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ア
ン
グ
ル
が
《
ル
イ
十
三
世
の
誓
い
》
の
制
作
の
た
め
に
参
考
に
し
た
作
品

の
う
ち
、

し
て
は
、

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
作
品
で
あ
る
ラ
フ
ァ

像
》
は
、
一
八
二

0
年
に
は
す
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
と
ウ
フ
ィ
ツ
ィ

宮
殿
に
あ
っ
た
。
ア
ン
グ
ル
は
ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
で
《
バ
ル
ダ
ッ
キ
ー
ノ
の
聖
母
》

(

4

2

)

 

以
外
に
数
点
の
ラ
フ
ァ
エ
ロ
作
品
を
模
写
し
て
い
る
。
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
《
自
画

像
》
（
モ
ン
ト
ー
バ
ン
、
ア
ン
グ
ル
・
ブ
ー
ル
デ
ル
美
術
館
蔵
）
、
《
マ
ッ
ダ
レ
ー

ナ
・
ド
ニ
の
肖
像
》
の
部
分
（
ア
ン
グ
ル
・
ブ
ー
ル
デ
ル
美
術
館
蔵
）
、
《
大
公

(

4

3

)

 

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
模
写

の
聖
母
》
（
ア
ン
グ
ル
・
ブ
ー
ル
デ
ル
美
術
館
蔵
）

の
数
々
は
ア
ン
グ
ル
が
一
八
二

0
ー
ニ
四
年
に
ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
を
訪
れ
、
そ
の

時
は
ラ
フ
ァ
エ
ロ
ヘ
高
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
し
か

し
、
ア
ン
グ
ル
が
見
て
い
た
の
は
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
作
品
の
み
で
は
な
い
。
テ
ィ

ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
《
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
》
の
模
写
と
し
て
《
も
た
れ
か

(

4

4

)

 

か
る
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
》
（
図
1

2

)

を
制
作
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
の
制
作
経
緯
に
関

(

4

5

)

 

ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
バ
ル
ト
リ
ー
ニ
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
バ

ル
ト
リ
ー
ニ
の
彫
刻
作
品
《
よ
こ
た
わ
る
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
》
（
図
1

3

)

の
制
作
の

た
め
に
ア
ン
グ
ル
の
模
写
が
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

ア
ン
グ
ル
と
バ
ル
ト
リ
ー
ニ
の
間
で
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
に
関
す
る
議
論
が
少

な
か
ら
ず
交
わ
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
っ
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

エ
ロ
の
《
バ
ル
ダ
ッ
キ
ー
ノ
の
聖
母
》
と
プ
ル
ビ
ュ
ス
の
《
ア
ン
リ
四
世
の
肖

一
七
九
五
年
に
は

館
の
み
で
は
な
い
。

一
人
一
三
年
に
は
サ
ン
テ
ィ
ッ
シ
マ
・
ア
ヌ
ン
ツ
ィ
ア
ー

デ
ィ
ナ
ン
ド
ニ
世
の
時
代
に
あ
っ
た
、
妃
ヴ
ィ
ッ
ト
ー
リ
ア
・
デ
ッ
ラ
・
ロ
ー

ヴ
ェ
レ
の
ウ
ル
ビ
ー
ノ
諸
公
の
遺
産
相
続
に
よ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
拡
大
が
特
筆

に
値
す
る
。
こ
の
と
き
加
わ
っ
た
も
の
の
中
に
は
、
ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ

ン
チ
ェ
ス
カ
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
作
品
が
多
く
含
ま
れ
て
い

た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
り
、
現
在
で
も
こ
の
テ
イ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
作
品
の
数
々
は

(

4

7

)

 

ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
の
ラ
フ
ァ
エ
ロ
に
並
ぶ
目
玉
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

ジ
モ
三
世
の
長
子
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
大
公
子
の
収
集
の
影
響
も
多
大
な
る
も

(

4

8

)

 

の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
短
い
生
涯
の
中
で
二
度
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
旅

(

4

9

)

 

行
し
て
い
る
。
こ
の
旅
行
に
よ
っ
て
、
大
公
子
は
十
六
世
紀
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

絵
画
、
特
に
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
や
ヴ
ェ
ロ
ネ
ー
ゼ
、
バ
ッ
サ
ー
ノ
、
パ
ル
マ
・

(

5

0

)

 

イ
ル
・
ジ
ョ
ー
ヴ
ァ
ネ
、
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
な
ど
の
作
品
へ
関
心
を
高
め
た
。

大
公
子
の
死
後
の
一
七
一
三
年
の
財
産
目
録
に
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
派
の
絵
画
や

複
製
絵
画
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
拡
充
の
結
果
、

十
九
世
紀
に
お
い
て
も
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
い
な
が
ら
多
く
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
派

(

5

1

)

 

絵
画
を
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
状
況
が
で
き
た
。

ア
ン
グ
ル
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
勉
強
の
た
め
に
訪
れ
た
場
所
は
宮
殿
や
美
術

夕
聖
堂
を
訪
れ
、

ア
ン
ド
レ
ア
・
デ
ル
・
サ
ル
ト
に
よ
る
壁
画
数
点
か
ら
人
物

(

5

2

)

 

像
を
写
し
と
っ
て
い
る
。
（
図
1

4

)

こ
の
聖
堂
へ
の
訪
問
は
、
ア
ン
グ
ル
と
は

ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
の
ア
ト
リ
エ
に
い
た
頃
か
ら
の
知
り
合
い
だ
っ
た
美
術
批
評
家
の

エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
ド
レ
ク
リ
ュ
ー
ズ
と
の
親
交
の
中
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る

(

5

3

)

 

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
際
、
ド
レ
ク
リ
ュ
ー
ズ
は
サ
ル
ト
の
フ
ラ
ン
ス
で コ

ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
国
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
、
十
七
世
紀
の
フ
ェ
ル
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た
画
家
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

ア
ン
グ
ル
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
参
照
し
た
こ

ア
ン
グ
ル
の
作
品
に
は
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。

の
評
価
が
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
、
フ
ラ
ン
ス
に
サ
ル
ト
を
改
め
て
紹
介
す
る

記
事
を
執
筆
し
て
お
り
、
そ
の
記
事
に
は
ア
ン
グ
ル
と
の
議
論
の
影
響
が
反
映

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ン
テ
ィ
ッ
シ
マ
・
ア
ヌ
ン
ツ
ィ

ア
ー
タ
聖
堂
は
サ
ル
ト
の
壁
画
の
他
に
も
多
数
の
絵
画
作
品
を
蔵
し
て
い
る
。

そ
の
中
に
は
ロ
ッ
ソ
・
フ
ィ
オ
レ
ン
テ
ィ
ー
ノ
に
よ
る
《
聖
母
被
昇
天
》
（
図

1

5

)

が
あ
る
。

母
被
昇
天
》
に
変
更
し
た
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
、
そ
の

こ
と
か
ら
、

ア
ン
グ
ル
が
《
ル
イ
十
三
世
の
誓
い
》
に
つ
い
て
、
当
初
は
《
聖

ア
ン
グ
ル
が
こ
の
聖
堂
で
ロ
ッ
ソ
の
《
聖
母
被
昇
天
》
を
確
認
し

た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。
ロ
ッ
ソ
の
こ
の
作
品
で
は
聖
母
は
雲
に
腰
掛
け
、

そ
の
雲
に
よ
っ
て
画
面
の
上
下
は
分
割
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
ア

ン
グ
ル
の
《
ル
イ
十
三
世
の
誓
い
》
と
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
画
面
下
部
に

描
か
れ
た
地
上
の
人
物
像
の
中
に
は
背
面
か
ら
描
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
表
現
は
以
前
に
見
た
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、

こ
こ
ま
で
、

ア
ン
グ
ル
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
見
る
こ
と
の
で
き
た
作
品
と
、

実
際
に
模
写
し
た
作
品
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
こ
の
実
際
に
ア
ン
グ
ル
が
模
写

し
た
作
品
に
つ
い
て
、
も
と
の
作
品
の
作
者
を
ま
と
め
る
と
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の

他
に
ア
ン
ド
レ
ア
・
デ
ル
・
サ
ル
ト
や
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
名
前
が
あ
が
る
。

サ
ル
ト
は
盛
期
ル
ネ
サ
ン
ス
や
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
の
画
家
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お

り
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
は
ラ
フ
ァ
エ
ロ
と
同
世
代
だ
が
活
動
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

派
の
中
に
捉
え
ら
れ
る
上
に
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
死
後
五
十
年
程
も
活
動
を
続
け

れ
ら
の
画
家
へ
の
関
心
と
い
う
の
は
、

ア
ン
グ
ル
が
パ
リ
に
い
た
頃
か
ら
そ
の

ア
ン
グ
ル
の
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
受
容

傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ラ
フ
ァ
エ
ロ
以
前
の
プ
リ
ミ
テ
イ
ヴ
な
絵
画
表
現
へ

の
傾
倒
や
ラ
フ
ァ
エ
ロ
一
人
に
対
す
る
心
酔
の
傾
向
と
は
異
な
る
関
心
な
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
当
時
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
環
境
が
ア
ン
グ
ル
の

イ
タ
リ
ア
絵
画
に
対
す
る
解
釈
を
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
を
頂
点
と
し
た
盲
目
的
な
も

の
か
ら
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
を
他
の
画
家
の
中
に
位
置
付
け
る
相
対
的
な
も
の
へ
と

(

5

5

)

 

促
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
章

前
章
で
は
ア
ン
グ
ル
の
ラ
フ
ァ
エ
ロ
以
外
の
画
家
へ
の
関
心
の
醜
成
さ
れ
た

背
景
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
本
章
で
は
、
そ
の
中
か
ら
テ
イ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
受
容

に
着
目
す
る
。

ア
ン
グ
ル
の
作
品
に
お
け
る
テ
イ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
受
容
は
ま
と

ま
っ
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
こ
か
ら
は
《
ル
イ
十
三
世
の

誓
い
》
に
お
け
る
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
受
容
を
検
討
す
る
べ
く
テ
イ
ツ
ィ
ア
ー
ノ

の
《
聖
母
被
昇
天
》
と
の
比
較
を
行
う
。

作
品
の
細
部
比
較
を
始
め
る
前
に
、
研
究
史
に
お
け
る
ア
ン
グ
ル
の
《
ル
イ

確
認
し
て
お
く
。
本
稿
冒
頭
で
も
記
し
た
通
り
、

十
三
世
の
誓
い
》
と
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
《
聖
母
被
昇
天
》
の
関
係
に
つ
い
て

ァ
ン
グ
ル
の
本
作
品
の
論
点

は
ラ
フ
ァ
エ
ロ
作
品
と
の
関
係
や
注
文
の
経
緯
、

批
評
や
そ
の
後
の
受
容
に
置
か
れ
る
こ
と
が
も
っ
ば
ら
で
あ
る
。
テ
イ
ツ
ィ

ア
ー
ノ
の
《
聖
母
被
昇
天
》
と
の
比
較
が
行
わ
れ
る
文
脈
は
、
上
記
の
論
点
の

う
ち
一
八
二
四
年
以
降
の
受
容
の
文
脈
で
あ
る
。

一
八
二
四
年
の
サ
ロ
ン
で
の

ア
ン
グ
ル
の
《
ル
イ
十
三
世

の
誓
い
》
は
一
八
三
七
年
に
版
画
家
ル
イ
ジ
・
カ
ラ
マ
ッ
タ
に
よ
っ
て
複
製
版
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な
っ
て
い
る
。

(

5

6

)

 

画
が
制
作
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
複
製
版
画
を
受
け
て
、
十
九
世
紀
の
文
筆
家
ジ
ョ

ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
が
「
ア
ン
グ
ル
と
カ
ラ
マ
ッ
タ
」
と
い
う
文
章
を
発
表
し
て

(

5

7

)

 

い
る
。
彼
女
は
ア
ン
グ
ル
の
原
画
と
カ
ラ
マ
ッ
タ
の
複
製
版
画
の
両
方
が
優
れ

て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
、
芸
術
に
お
い
て
は
前
衛
的
で
あ
る
こ
と
よ
り
も

作
画
に
お
け
る
技
術
の
優
劣
が
作
品
の
優
劣
を
決
め
る
と
い
う
よ
う
な
内
容
を

(

5

8

)

 

文
章
に
は
書
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
ア
ン
グ
ル
の
本
作
品
と
テ
イ
ツ
ィ
ア
ー

ノ
の
《
聖
母
被
昇
天
》
を
比
較
す
る
こ
と
で
、

ア
ン
グ
ル
の
作
品
が
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
や
ラ
フ
ァ
エ
ロ
に
継
ぐ
ル
ネ
サ
ン
ス
の
巨
匠
の
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
作

品
に
匹
敵
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
以
上
の
よ
う
な
一
八
三

0
年
代

の
複
製
版
画
に
関
す
る
議
論
の
中
で
語
ら
れ
る
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
作
品
と
の
比

較
は
、

も
の
で
、
ロ
マ
ン
主
義
に
対
抗
す
る
古
典
主
義
の
陣
営
の
論
拠
と
し
て
行
わ
れ
る

ア
ン
グ
ル
が
制
作
時
に
参
照
し
た
か
ど
う
か
の
議
論
と
は
視
点
が
異

ア
ン
グ
ル
の
《
ル
イ
十
三
世
の
誓
い
》
に
は
、
本
稿
の
第
一
章
二
節
で
確
認

し
た
通
り
、
光
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
や
雲
や
天
使
の
モ
チ
ー
フ
に
よ
る
上
下
の
二

分
割
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
ア
ン
グ
ル
が
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る

ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
特

徴
を
踏
ま
え
て
、
テ
イ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
代
表
作
の
一
っ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ

ン
タ
・
マ
リ
ア
・
グ
ロ
リ
オ
ー
サ
・
デ
イ
・
フ
ラ
ー
リ
聖
堂
の
祭
壇
画
で
あ
る

《
聖
母
被
昇
天
》
（
図
1

6

)

を
検
討
し
て
み
る
。
上
下
の
間
に
は
雲
が
描
か
れ
て

お
り
、
上
下
の
描
き
分
け
に
大
き
な
差
異
が
確
認
で
き
る
。
上
部
は
オ
レ
ン
ジ

色
の
背
景
で
、
天
使
た
ち
の
大
部
分
に
も
光
が
当
て
ら
れ
て
い
る
一
方
、
下
部

は
昼
間
の
青
い
空
が
背
景
に
描
か
れ
て
お
り
、
人
物
像
の
多
く
は
影
に
な
っ
て

（図21、

22 
ヽ`ーク

゜

で
き
る

て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

い
る
。
こ
の
上
下
の
描
き
分
け
の
特
徴
は
ア
ン
グ
ル
の
《
ル
イ
十
三
世
の
誓
い
》

(

6

0

)

 

と
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
章
で
も
比
較
し
た
ロ
ッ
ソ
・
フ
ィ
オ
レ
ン
テ
ィ
ー
ノ
の
《
聖
母
被
昇
天
》

で
は
、
上
下
の
背
景
は
異
な
る
色
彩
に
塗
り
分
け
ら
れ
て
お
り
、
人
物
の
ポ
ー

ズ
に
も
動
き
が
あ
る
が
、
人
物
像
に
当
た
る
光
の
描
写
は
上
下
と
も
に
均
等
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
と
比
較
す
る
と
、

ア
ン
グ
ル
の
《
ル
イ
十
三
世
の
誓

い
》
は
テ
イ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
《
聖
母
被
昇
天
》
と
見
逃
し
難
い
共
通
点
を
有
し

ま
た
、
こ
の
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
作
品
と
ア
ン
グ
ル
の
作
品
の
共
通
点
は
上

下
の
描
か
れ
方
に
お
い
て
の
み
で
は
な
い
。

確
認
で
き
る
。
ア
ン
グ
ル
の
作
品
に
は
カ
ー
テ
ン
を
支
え
る
着
衣
の
天
使
が
一
―

体
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
内
の
右
側
の
天
使
の
ポ
ー
ズ
は
テ
イ
ツ
ィ
ア
ー
ノ

の
作
品
の
雲
を
支
え
る
天
使
の
一
番
左
の
一
体
の
ポ
ー
ズ
を
左
右
反
転
さ
せ
た

か
の
よ
う
で
あ
る
（
図
1
7
、
1

8

)

。
ま
た
、
ア
ン
グ
ル
の
作
品
の
着
衣
の
天
使

の
も
う
一
体
の
ポ
ー
ズ
は
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
作
品
の
雲
を
支
え
る
天
使
の
う

ち
右
か
ら
二
番
目
の
天
使
の
ポ
ー
ズ
と
腕
の
位
置
な
ど
に
お
い
て
類
似
が
確
認

（図19、
2

0

)

。
ま
た
、

モ
チ
ー
フ
に
も
い
く
つ
か
類
似
が

ア
ン
グ
ル
の
描
い
た
ル
イ
十
三
世
の
図
像
は
、

左
右
は
逆
だ
が
、
テ
イ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
作
品
の
下
部
の
中
央
右
手
に
描
か
れ
た

朱
色
の
衣
服
の
男
性
像
と
体
の
角
度
や
腕
の
角
度
に
お
い
て
対
応
し
て
い
る

こ
の
テ
イ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
作
品
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
も
と
も
と
フ
ラ
ー
リ

聖
堂
の
祭
壇
画
と
し
て
一
五
一
六
年
、
同
修
道
院
長
フ
ラ
・
ジ
ェ
ル
マ
ー
ノ
・
ダ
・

(

6

1

)

 

カ
ザ
ー
レ
の
注
文
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
。
完
成
し
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
の
は
そ
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ア
ン
グ
ル
の
《
ル
イ
十
三
世
の
誓
い
》
は
、

ま
と
め

が
当
時
非
常
に
有
名
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

像
彫
刻
を
多
数
制
作
し
て
い
る
が
、

の
二
年
後
で
、
こ
の
作
品
を
契
機
に
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
は
一
躍
人
気
画
家
に
な

る
。
そ
の
後
も
こ
の
作
品
は
現
在
ま
で
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
同
聖
堂
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、

ア
ン
グ
ル
は
一
八
二
四
年
ま
で
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ

(

6

2

)

 

た
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ア
ン
グ
ル
は
こ
の
テ
イ
ツ
ィ
ア
ー

ノ
の
作
品
を
実
際
に
は
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
在
、
イ

ギ
リ
ス
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
ナ
タ
ー
レ
・
ス
キ
ア
ヴ
ォ
ー
ニ
と

い
う
ア
ン
グ
ル
の
同
時
代
人
に
よ
る
複
製
版
画
（
図
2

3

)

が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

(

6

3

)

 

こ
の
よ
う
な
複
製
版
画
を
ア
ン
グ
ル
が
参
照
し
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
の
ス
キ
ア
ヴ
ォ
ー
ニ
に
よ
る
複
製
版
画
は
注
文
主
が
ロ
シ
ア
皇
帝

(

6

4

)

 

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
で
あ
る
。
バ
ル
ト
リ
ー
ニ
は
生
涯
を
通
し
て
貴
族
の
肖

一
八
二

0
ー
ニ
五
年
頃
に
は
ロ
シ
ア
王
女

(

6

5

)

 

ソ
フ
ィ
ア
・
シ
チ
ェ
ル
バ
ト
ワ
の
肖
像
彫
刻
を
制
作
し
て
い
る
。
ア
ン
グ
ル
が
、

テ
イ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
ス
キ
ア
ヴ
ォ
ー
ニ
に
よ
る
版
画
を
バ
ル
ト
リ
ー
ニ
経
由
の

人
脈
を
駆
使
し
て
参
照
し
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
で
な
く
て

も
、
テ
イ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
あ
る
作
品
の
複
製
版
画
が
ロ
シ
ア

皇
帝
の
命
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
は
、
テ
イ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
こ
の
《
聖
母
被
昇
天
》

一
八
二
四
年
に
パ
リ
で
行
わ
れ

た
サ
ロ
ン
展
に
展
示
さ
れ
、
絶
賛
さ
れ
た
。
同
展
に
展
示
さ
れ
た
ロ
マ
ン
派
の

ド
ワ
ク
ロ
ワ
の
《
キ
オ
ス
島
の
虐
殺
》
に
対
抗
す
る
ア
カ
デ
ミ
ス
ム
の
作
品
と

上
で
重
要
で
あ
る
。
こ
の
点
は
今
後
よ
り
詳
し
い
調
査
が
必
要
だ
ろ
う
。

二
章
で
検
討
し
た
ア
ン
グ
ル
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
行
っ
た
活
動
は
歴
代
の
ト

と
が
わ
か
る
。

し
て
迎
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
、

ア
ン
グ
ル
は
翌
年
ア
カ
デ
ミ
ー

会
員
に
任
命
さ
れ
た
。

実
際
に
作
品
を
見
る
と
、
当
時
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
ラ
フ
ァ
エ
ロ

の
聖
母
像
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
が
、
ア
ン
グ
ル
の
作
品
は
ラ

フ
ァ
エ
ロ
作
品
と
の
比
較
の
み
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
ま

た
具
体
的
に
参
照
源
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
ラ
フ
ァ
エ
ロ
作
品
の
検
討
を
通
じ

て
、
そ
れ
ら
が
実
物
の
み
な
ら
ず
複
製
版
画
も
し
ば
し
ば
活
用
さ
れ
て
い
た
こ

ス
カ
ー
ナ
大
公
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
影
響
を
多
分
に
受
け
て
い
る
。
ラ
フ
ァ
エ

ロ
作
品
の
模
写
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
《
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
》
を
模
写
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

お
け
る
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
受
容
に
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
持
つ

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
派
の
作
品
を
尊
重
す
る
性
格
の
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

三
章
で
は
二
章
を
よ
り
発
展
さ
せ
《
ル
イ
十
三
世
の
誓
い
》
を
テ
イ
ツ
ィ
ア
ー

ノ
の
《
聖
母
被
昇
天
》
と
比
較
し
た
が
、
こ
れ
ら
に
は
見
逃
し
難
い
共
通
点
が

確
認
で
き
た
。

ア
ン
グ
ル
に

ア
ン
グ
ル
が
テ
イ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
作
品
と
類
似
を
見
せ
る
表
現

を
選
択
し
た
こ
と
は
、

ロ
ー
マ
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
多
く
の
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
派
や
盛
期
ル
ネ
サ
ン
ス
の
作
品
を
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
見
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
環
境
の
中
で

親
交
の
あ
っ
た
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
バ
ル
ト
リ
ー
ニ
と
の
関
係
は
、
以
上
の
議
論
の
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le V
r
e
u
 d
e
 L
o
ui
s
 XI
I
I
≫
,
 B
u
l
l
et
i

n
 d
e
 

la S
o
ci
e
te 
a
r
c
h
e
o
l
og
i

q

u
e
 d
e
 T
a
r
n
,
et
,
G
a
r
o
n
n
e
,
 1
9
5
8
,
 p
p
.
 2
4ー

3
8
:
2

8--2
9
.
 

な
お
本
文
以
下
の
、
ア
ン
グ
ル
《
ル
イ
十
三
世
の
誓
い
》
の
注
文
の
経
緯
に
つ
い
て

は
同
論
文
と
以
下
を
参
照
。

D
a
ni
el
T
e
r
n
oi
s
,
^
^
L
a
 p
r
e
s
e
nt
at
i

o
n
 d
u
 V
 oo
u
 d
e
 

L
o
ui
s
 XI
I
I
≫
,
 B
u
l
l
et
i

n
 d
u
 m
u
s
e
e
 I
ng
res, no. 2
2
,
 1
9
6
7
,
 p
p
.
 1
1
-
2
1. 

(
1
2
)
S
h
e
l
t
o
n
,
 ci
t
.
,
 

p. 1
1
6
;

蔀
器
四
『
ア
ン
グ
ル
展
』
、
《
ル
イ
十
三
世
の
誓
い
》
解
説
ペ
ー

ジ
：
ロ
ー
ゼ
ン
ブ
ラ
ム
、
前
掲
書
‘
―
二
六
頁
五
鈴
木
杜
幾
子
、
前
掲
書
、
一
―
九
頁
。

(

1

3

)

前
掲
『
ア
ン
グ
ル
展
』
、
《
ル
イ
十
三
世
の
誓
い
》
解
説
ペ
ー
ジ
。

(

1

4

)

グ
リ
メ
、
前
掲
書
、
七
十
頁
。

(
1
5
)
S
h
e
lt
on, ci
t
.
,
 
p
.
 1
1
6
.
 

(

1

6

)

中
山
、
前
掲
書
、
一
0
三
頁
。

(
1
7
)
S
h
e
l
t
o
n
,
 ci
t
.
,
 

p. 1
1
6
.
 

(

1

8

)

中
山
、
前
掲
書
‘
1
0
二
i
-
0
三
頁
。

(

1

9

)

ア
ン
グ
ル
美
術
館
、
公
式
W
e
b
サ
イ
ト

(
ht
t
p

s
:
/
/
m
u
s
e
ei
n
gre
s
b
o
u
r
d
e
l
l
e
.
c
o
m/

a
c
c
u
e
i
l
)
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
情
報
ペ
ー
ジ
(
D
o
mi
ni
q

u
e
I
n
gres, P
o
rt
r
ai
t
 
d
'
H
e
n
ri
 

Iv, M
l
.
8
6
7
.
2
5
5
8
)

。

(

2

0

)

ラ
フ
ァ
エ
ロ
《
フ
ォ
リ
ー
ニ
ョ
の
聖
母
》
の
来
歴
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

M
u
s
ei
 
V
at
i

c
a
n
i
、
公
式
W
e
b
サ

イ

ト

(
ht
t
p

s
:
/
/
w
w
w
.
m
u
s
ei
v
at
i

c
a
ni
.va/

c
o
nt
e
nt
/
m
u
s
ei
v
at
i

c
a
ni/
e
n
.
ht
m
l
)
、
胚
げ
口
叩
碑
旧
却
也
ペ
ー
ジ

(Raffaello
S
a
n
zi
o, 

M
a
d
o
n
n
a
 of
 F
o
li
g

no, C
at. 
4
0
3
2
9
)
。

(

2

1

)

小
佐
野
重
利
「
十
七
、
十
八
世
紀
の
ト
ス
カ
ナ
大
公
国
の
絵
画
収
集
に
お
け
る
複
製

絵
画
ー
メ
デ
ィ
チ
家
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
大
公
子
の
収
集
家
と
し
て
の
情
熱
に
つ
い

て
」
、
小
佐
野
（
編
）
『
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
コ
ピ
ー
ー
十
六
世
紀
お
よ
び
十
七
世
紀
に
お

け
る
複
製
画
の
変
遷
』
、
三
元
社
、
二
0
一
九
年
、
二
十
一
＼
五
十
六
頁
の
う
ち

四
十
七
頁
。

(
2
2
)
G
r
a
y
 T
i

nt
e
r
o
w
,
 P
hi
l
i
p
 

C
o
ni
s
b
e
e
,
 P
o
rt
r
ai
t

s
 b
y
 I
ng
res: i
m
ag
e
 of
 a
n
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e
p
o
c
h
,
 N
e
w
 Yo
r
k
,
 1
9
9
9
,
 p. 2
4
1. 

(

2

3

)

ラ
フ
ァ
エ
ロ
《
サ
ン
・
シ
ス
ト
の
聖
母
》
の
来
歴
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

S
ta
a
tlic
h
e
 K
u
n
s
ts
a
m
m
l
u
n
ge
n
 D
r
e
s
d
e
n
、
公
式
W
e
b
サ
イ
ト

(
h
ttps://

w
w
w
.
s
k
d
.
m
u
s
e
u
m
)
、
作
品
情
報
ペ
ー
ジ

(
R
a
ffa
e
l
l
o
S
a
n
z
io, 
D
i
e
 

S
ix
ti
n
is
c
h
e
 M
a
d
o
n
n
a
,
 G
al.
,
N
r
.
 9
3
)
;
 
J
u
r
g
 M
e
y
e
r
 Z
u
r
 C
a
p
ellen, 

R
a
p
h
a
e
l
:
 a
 C
r
itical C
a
ta
l
og
u
e
 of
 H
is
 P
a
in
tin
g
s, 
V
o
l
u
m
e
 2
:
 th
e
 R
o
m
a
n
 

R
e
l
igio
u
s
 P
a
in
tin
g
s, 
C
a
.
 1
5
0
や
]
5
2
0
,

L
a
n
d
s
h
ut, 
2
0
0
5
,
 p. 1
0
7
.
 

(
2
4
)
M
e
tr
o
p
o
l
it
a
n
 M
u
s
e
u
m
 of
 

A
r
t
、
公
式

W
e
b
サ
イ
ト

(
h
ttp
s
:
/
/
w
w
w
.

m
e
tm
u
s
e
u
m
.
o
r
g
)
、
作
品
情
報
ペ
ー
ジ
(
J
o
h
a
n
n
F
r
ie
d
r
ic
h
 W
il
h
e
l
m
 

M
u
l
l
e
r
,
 T
h
e
 S
is
tin
a
 M
a
d
o
n
n
a
,
 2
3
.
1
0
6
.
5
2
)
。

(

2

5

)

ラ
フ
ァ
エ
ロ
《
燭
台
の
聖
母
》
の
来
歴
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

T
h
e
W
a
lters 

A
r
t
 Mu
s
e
u
m
、
公
式
W
e
b
サ
イ
ト

(
h
ttp
s://th
e
w
a
lters.or
g
)
、
作
品
情
報
ペ
ー

ジ

(
R
a
ffa
e
l
l
o
S
a
n
zi
o, 
M
a
d
o
n
n
a
 of
 t

h
e
 C
a
n
d
e
l
a
b
r
e
,
 3
7
.48
4
)

、

P
r
o
v
e
n
a
n
c
e
 
0
 

(
2
6
)
T
h
e
 B
r
itis
h
 M
u
s
e
u
m
、
公
式
W
e
b
サ
イ
ト

(
https
:
/
/
w
w
w
.
b
r
itis
h
m
u
s
e
u
m
.

o
r
g
)
、
作
品
情
報
ペ
ー
ジ

(
M
a
u
ric
e
B
l
o
t, 
L
a
 V
ie
rg
e
 a
u
x
 C
a
n
d
e
l
a
b
r
e
s
,
 

1
8
7
7
,
0
8
1
1
.
6
2
8
)
。

(

2

7

)

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
《
ル
イ
十
三
世
の
誓
い
》
の
来
歴
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
フ

ラ
ン
ス
文
化
省
、
公
式
W
e
b
サ
イ
ト

(
https
:
/
/
w
w
w
.
p
o
p
.culture.
go
u
v
.
fr)、

文
化
財
紹
介
ペ
ー
ジ

(
P
h
ilippe
d
e
 C
h
a
m
p
a
igne, L
e
 V
r
e
u
 d
e
 L
o
u
is
 XIII)
。

(
2
8
)
T
in
te
r
o
w
 a
n
d
 C
o
n
isbee, c
it., 
p. 2
3
5
.
 

(

2

9

)

鈴
木
、
前
掲
書
‘
―
二
九
頁
。

(

3

0

)

中
山
、
前
掲
書
、
八
三
頁
。

(

3

1

)

同
書
、
同
箇
所
。
栗
田
秀
法
「
ジ
ャ
ン
11

オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
11

ド
ミ
ニ
ッ
ク
・
ア
ン
グ

ル
《
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
を
救
う
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
》
ー
物
語
画
家
の
嵯
鉄
」
木
村
三
郎
（
監

修
）
『
新
古
典
主
義
美
術
の
系
譜
』
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二

0
二
0
年
、
七
十
一

i
-
0
一
頁
の
う
ち
七
十
一
頁
。

(

3

2

)

中
山
、
前
掲
書
、
八
三
頁
;
S
h
e
lton, c
it., 
p. 
1
0
6
;
 
T
in
te
r
o
w
 a
n
d
 C
o
n
isbee, 

c
it., 
p. 2
3
6
.
 

(

3

3

)

高
階
、
前
掲
論
文
。
鈴
木
、
前
掲
書
‘
―
二
九
頁
。

(

3

4

)

諸
川
春
樹
「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
宮
殿
絵
画
館
ー
ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
」
、
『
A
R
T
T
R
I
P
 

世
界
の
美
術
⑩
~
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
物
語
』
、
世
界
文
化
社
、
一
九
八
九
年
、

四
十
六
、
八
十
六
頁
。

(

3

5

)

同
書
、
七
十
六
＼
七
十
七
頁
。

(

3

6

)

ジ
ョ
イ
ア
・
モ
ー
リ
『
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
ー
フ
ィ
テ
ン
ツ
ェ
の
名
画
一

0
0
+
-
』、

石
鍋
真
澄
（
監
訳
）
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
二

0
0
一
年
、
七
頁
ら
服
部
春
彦
『
文

化
財
の
併
合
ー
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
』
、
知
泉
書
館
、
二

0
一
五
年
、

二
三

0
頁。

(

3

7

)

服
部
、
同
書
、
同
箇
所
。

(

3

8

)

前
掲
『
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
物
語
』
、
七
十
七
頁
。

(
3
9
)
F
r
a
n
c
o
 B
e
r
n
a
b
e
i,
^
^
L
a
n
z
i, 
L
u
igi≫, in
 G
r
o
v
e
,
 T
h
e
 D
ic
tio
n
a
ry
 of
 A
r
t, 

N
e
w
 Yo
r
k
,
 1
9
9
6
,
 v
ol
.
1
8
,
 p
p
.
 7
5
5-,
7
5
6
:
 7
5
6
.
 

(

4

0

)

前
掲
『
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
物
語
』
、
七
十
八
頁
。

(
4
1
)
T
in
te
r
o
w
 a
n
d
 C
o
nisbee, c
it., 
p. 2
4
1. 

(
4
2
)
I
bi
d
.
,
 
p. 2
4
1. 

(
4
3
)
I
bi
d
.
,
 
p. 2
4
1. 

(
4
4
)
I
b
id., 
p. 2
4
1
;
 
T
h
e
 W
a
lte
r
s
 Art M
u
s
e
u
m
、
公
式
W
e
b
サ
イ
ト

(
http
s://

th
e
w
a
lters.or
g
)
、
作
品
情
報
ペ
ー
ジ
(
Je
a
n
,
A
u
guste
,
D
o
m
in
iqu
e
I
n
gres, 

R
e
c
li
ni
n
g
 V
e
n
u
s
,
 3
7
.
2
3
9
2
)
。

(
4
5
)
T
in
te
r
o
w
 a
n
d
 C
o
nisbee, c
it., 
p. 2
4
1. 
T
h
e
 W
alte
r
s
 A
r
t
 Mu
s
e
u
m
、八ム奇へ

W
e
b
サ
イ
ト
、
前
掲
ペ
ー
ジ
。

(

4

6

)

前
掲
『
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
物
語
』
、
八
十
六
ー
八
十
七
頁
。

(

4

7

)

同
書
、
七
十
七
頁
。
小
佐
野
、
前
掲
論
文
、
二
十
一
ー
ニ
十
二
頁
。

(

4

8

)

小
佐
野
、
前
掲
論
文
、
二
十
一
頁
。
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(

4

9

)

同
論
文
、
二
十
六
頁
。

(

5

0

)

同
論
文
、
同
箇
所
。

(

5

1

)

ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
国
の
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
文
化
財
収
奪

に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
。
服
部
、
前
掲
書
、
三
九
五
ー
三
九
六
頁
。

(

5

2

)

T

i
nt
e
r
o
w
 a
n
d
 C
o
ni
sbee, cit., 
p
.
 2

4
1. 

(

5

3

)

同
書
、
同
箇
所
。

(

5

4

)

同
書
、
同
箇
所
。

(

5

5

)

一
柳
由
樹
「
ア
ン
グ
ル
《
ル
イ
一
三
世
の
誓
い
》
に
お
け
る
ラ
フ
ァ
エ
ロ
受
容
の
相

対
化
ー
一
八
二

0
ー
ニ
四
年
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
滞
在
の
意
義
」
『
岡
田
山
論
集
」

二
十
四
号
、
神
戸
女
学
院
大
学
文
学
部
総
合
文
化
学
科
、
二

0
二
ニ
年
、
四
十
ー

七
十
頁
の
う
ち
六
十
四
頁
。

(
5
6
)
R
o
s
a
l
b
a
 D
i
n
oi
a, 
<
^
L
a
 p
et
i
t
e
 hi
st
oi
re d
u
 V
a
m
 d
e
 L
o
ui
s
 XI
I
I
 g
r
a
v
e
 p
a
r
 

C
a
l
a
m
at
t
a
 d'ap
r
窟

Ing
r
e
s
≫
,
N
o
u
v
e
l
l
e
s
 d
e
 l'est
a
mp
e, 
no. 2
4
3
,
 2
0
1
3
,
 p
p
.
 

―
二
八
i
―
二
九
頁
。

4-2
8
:
 7
.
 

(
5
7
)
I
bi
d
.
,
 p
.
 2
0
.
 

(
5
8
)
G
e
o
r
g
e
 S
a
n
d
,
 <
^
I
n
g
r
e
s
 et
 
C
a
l
a
m
at
t
a
 ≫, 
Q
u
e
st
i
o
n
s
 d
'
a
rt
 
et
 
d
e
 

li
t
t
S
r
at
ure, P
a
ri
s, 
C
a
l
m
a
n
n
 L
e

vy, 1
8
7
8
,
 p
p
.
 6

5-72. 

(
5
9
)
I
bi
d
.
,
 p
p
.
 6

6-7
0
.
 

(

6

0

)

テ
イ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
《
聖
母
被
昇
天
》
に
見
ら
れ
る
明
暗
表
現
や
上
下
二
分
割
の
構
成

の
効
果
に
つ
い
て
は
、
宮
下
規
久
朗
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ー
美
の
都
の
一
千
年
』
、
岩

波
新
書
、
二

0
一
六
年
、
一

0
八
i
-
―
―
頁
。

(

6

1

)

テ
イ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
《
聖
母
被
昇
天
》
の
制
作
経
緯
に
つ
い
て
は
、
ピ
ー
タ
ー
・
ハ
ン

フ
リ
ー
『
ル
ネ
サ
ン
ス
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
絵
画
』
、
高
橋
朋
子
（
訳
）
、
白
水
社
、

二
0
1
0年
、
一
四
四
ー
一
四
七
頁
る
宮
下
、
前
掲
書
、
二

0
一
六
年
‘
―

1
0
頁。

宮
下
規
久
朗
『
聖
母
の
美
術
全
史
—
信
仰
を
育
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
』
、
ち
く
ま
新
書
、

二
0
ニ
―
年
、
一
五
八
i
一
五
九
頁
。

(

6

2

)

前
掲
『
ア
ン
グ
ル
展
』
、
年
譜
五
鈴
木
、
前
掲
書
、

の
指
導
教
員
で
あ
る
宮
下
規
久
朗
先
生
を
は
じ
め
、
神
戸
女
学
院
大
学
の
指
導

(
6
3
)
W
 el
l
c
o
m
e
 C
o
l
l
e
ct
i
o
n
、
公
式

W
e
b
サ
イ
ト

(
ht
t
p
s://wellcomecollect
i
on.

o
r
g
)
、
作
品
情
報
ペ
ー
ジ

(
N
at
ale
S
c
hi
a
v
o
ni, 
T
h
e
 A
s
s
u
mp
t
i
o
n
 of
 t
h
e
 

Vi
r

g
芦
3
4
6
1
3i
)
。

(

6

4

)

同
W
e
b
ペ
ー
ジ
、

C
o
nt
ri
b
ut
ors;
L
et
t
e
ri
n
g0
 

(

6

5

)

ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
、
公
式
W
e
b
サ
イ
ト
、
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
バ
ル
ト
リ
ー
ニ
特
集
ペ
ー

ジ

(
ht
t
p
:
/
/
w
w
w
.
uf
f
i
zi
.
f
i
r
e
n
z
e.
i
t
/
b
a
rt
ol
i
n
i/)、

W
o
r
k
s
、
二
十
九
頁
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
二

0
ニ
―
年
度
に
神
戸
女
学
院
大
学
に
提
出
し
た
卒
業
論

文
を
基
底
と
し
て
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
執
箪
に
際
し
て
は
、
神
戸
大
学

教
員
だ
っ
た
九
州
大
学
の
伊
藤
拓
真
先
生
に
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
末
筆
な
が
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

二
0
二
ニ
年
ー

一
柳
由
樹
（
い
ち
ゃ
な
ぎ
・
ゆ
き
）

二
0
二
ニ
年
神
戸
女
学
院
大
学
文
学
部
卒
業

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
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図2、ラファエロ 《フォリーニョの聖母》、

1511-12年、ヴァチカン、ヴァチカン

美術館

k 
し‘

~.;/_~^一-→．む1 ．と均—~J
図4、ラファエロ 《サン・シストの聖母》、

1512-13年、ドレスデン、アルテ・マイ

スター絵画館
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図 1、アングル 《ルイ 13世の誓い〉、1820-

24年、モントーバン、ノートル・ダ

ム大聖堂

図3、アングル 《カンボンの習作》、1822

年、モントーバン、アングル・ブー

ルデル美術館



図6、ラファエロ 《バルダッキーノの聖母》、

1508年、フィレンツェ、パラティーナ

美術館

図5、ラファエロ 〈燭台の聖母》、1513年、ボルチモア、

ウォルターズ美術館

図8、プルピュス 〈アンリ 4世の肖像〉、1613年、フィ

レンツェ、ウフィツィ美術館
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図7、フィリップ・ド・シャンパーニュ 〈ルイ

13世の誓い〉、1638年、カーン、カーン

美術館



図9、アングル 《アンリ 4世の肖像》（プルビュス作

品の模写）、制作年不明、モントーバン、アン

グル・ブールデル美術館
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図 11、モーリス・ブロ（ラファエロの原画に

基づく） 《燭台の聖母》、1814年、ロン

ドン、大英博物館、エッチング

図10、フリードリヒ・ミュラー（ラファエロの原画に

基づく） 《サン・シストの聖母》、19世紀、ニュー

ヨーク、メトロポリタン美術館、エッチング
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図12、アングル 〈もたれかかるヴィーナス》、1822年、ボルチモア、ウォルターズ美術館

図 13、ロレンツォ・パルトリーニ 〈よこたわるヴィーナス〉、1820-30年、モンペリエ、ファーブル美術館
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図 14、アングル 《人物像の素描》（サルトによる壁画の模写）、1823年、ケンブリッジ、

ハーバード美術館

図 16、ティツィアーノ・ヴェチェッ

リオ 《聖母被昇天》、1516--
18年、ヴェネツィア、サン

タ・マリア・グロリオーサ・

デイ・フラーリ聖堂

図 15、ロッ‘ノ・フィオレンティーノ 《聖母被昇天》、1517年、フィ

レンツェ、サンティッシマ・アヌンツィアータ聖堂
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図 18、ティツィアーノ 《聖母被昇天》、部分

図20、ティツィアーノ 《聖母被昇天》、部分

-61 -

図 17、アングル 《ルイ 13世の誓い》、

部分

図 19、アングル 《ルイ 13世の誓い》、部分



図22、ティツィアーノ 〈聖母被昇天》、部分 図21、アングル 《ルイ 13世の誓い》、部分

図23、ナターレ・スキアヴォーニ（ティ

ツィアーノの原画に基づく） 《聖

母被昇天》、1820年代、ロンドン、

ウェルカム図書館、エッチング
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